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今 年 は 暖 冬 と い わ れ 、 確 か に 暖 か い 日 が 多 い よ う に 感 じ ま す が 、 朝 夕 の 寒 さ

は徐々に厳し さを増 してきて いま す。  

現在会員登録数 4,204 人さま。次号は２ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  第 19 回国際グリ ム賞  贈呈式・記念 講 演会  参加者 募集  

世界の優れた 児童文 学研究者を顕 彰する 第 19 回「国際グリム 賞」（国際 児童

文学研究賞 ）の受賞 者 が、クレア・ブ ラッド フォード博士（オー ス トラリア・

デ ィ ー キ ン 大 学 名 誉 教 授 ） に 決 定 し ま し た 。 贈 呈 式 お よ び 記 念 講 演 会 を 開 催

します。  

講  師：第 19 回国際グリム賞受賞 者  ク レア・ブラッ ドフォ ード  博士  

演  題 ：「 オ ー ス ト ラ リ ア の 緑 と の 交 流  オ ー ス ト ラ リ ア の 絵 本 に お け る 植 物

と人間のかか わり」  

日  時：令和６年２ 月 ４日 （日）午 後２時 ～５時  

会  場：國民會館  武藤記念ホール （大阪 市中央区大手前 2）  

定  員： 70 人（申込先 着順）   参 加費： 無  料  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団／  

    一般財団法 人  金蘭会／大阪府立 大 手前高等学校 同窓会  金蘭会  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/01_grimm/index.html#19ceremony  

 

●  寄付プレゼント キ ャンペン実施 中です  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

期 間 中 、 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に 下 記 の 中 か ら お ひ と つ プ レ ゼ ン ト

いたします。  

◇キャンペー ン期間 ：令和５年 12 月～令 和６年１月  

◇プレゼント 内容：  

 〈１〉富安 陽子さ んのサイン本  １冊（ 限定２０冊）  

 〈２〉イイ クロち ゃんグッズ  全種類セ ット  

〈３〉当財団 発行の 報告集  １冊  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#campaign_r5  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/01_grimm/index.html#19ceremony
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#campaign_r5


※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  当財団公式Ｘ（ Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Aya's Talk 

*****************************************************************  

『わたしは  あなた は  ベアトリ ーチェ がアジザの、 アジザ がベアトリー チ

ェの伝記を書 く話』  ジューズィ ・クア レンギ /作  よしと み あや /訳  解放

出版社  2023年 12月  対象年齢： 小学校 中学年以上  

 

＊今回のゲス トはイ タリア語の翻 訳家の よしとみあや （Ａ） さんです。  

＊作品の結末 まで書 いています。  

 

あ ら す じ ： 図 書 館 司 書 の マ リ ー ナ さ ん は 、 ペ ア に な っ て お 互 い の 伝 記 を 書 く

と い う プ ロ ジ ェ ク ト を 考 え 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 す る 。 そ こ に 参 加 し た

８ 歳 で ３ 年 生 の ベ ア ト リ ー チ ェ と モ ロ ッ コ 出 身 で 母 と 二 人 で イ タ リ ア に 来

た １ ０ 歳 で ２ 年 生 の ア ジ ザ は ペ ア を 組 む こ と に な る 。 ベ ア ト リ ー チ ェ は ア

ジザを自分の 家に招 待するが、ベア トリー チェの家族は、最初、アジザを偏

見 の 目 で 見 る 。 け れ ど 伝 記 を 書 く 活 動 を 通 し て 、 子 ど も た ち も 周 り の 家 族

もお互いを理 解して いく。巻末に、読者 が「伝記を書くため のメ モ」という

書き込みペー ジがあ る。  

 

Ｙ： 2007 年にイタリ アで出版され た作品 ですが、文化 的背景 の違う子ども た

ち の 友 だ ち 関 係 が 興 味 深 く 、 今 の 日 本 の 子 ど も た ち に 読 ん で 欲 し い 作 品 だ

と思いました 。なぜ 、訳そうと思 われた のですか。  

Ａ ： 私 が こ の 作 品 に 出 会 っ た の は 約 ７ 年 前 で 、 ち ょ う ど 海 外 か ら 日 本 に 移 住

す る 人 が 増 え て い る 時 期 で し た 。 国 籍 の 違 う 二 人 の 子 ど も が 出 会 っ て 伝 記

を 書 き 合 う と い う 設 定 が ユ ニ ー ク だ と 思 い ま し た 。 全 訳 し て 出 版 の 機 会 を

探っていまし たが、 やっと出版で きてう れしいです。  

Ｙ：訳 していらっ しゃ るうちに改め て魅力 を感じた点は どんな ところですか 。 

Ａ：大人の描き方で す 。アジザはお母さん が 住み込みで仕 事をし ているため、

平 日 は 施 設 に 預 け ら れ て い ま す が 、 そ こ の シ ス タ ー が ア ジ ザ の 境 遇 を 「 幸

運 」 で 感 謝 す べ き だ と 言 っ た り 、 ベ ア ト リ ー チ ェ が ア ジ ザ の 母 を 家 に 招 待

したいと父に 言った とき、父が「も う娘が いりびたって いて、次 に母親も家

に入れようっ ていう のか」（ p.52）と言っ たり、アジザ の母が ベアトリーチ

ェを自分の勤 め先の 家に連れてい ったと き、雇い主が「 ところ で、あなたの

お 母 さ ん は 、 あ な た が だ れ と い る か 、 ご 存 知 な の ？ 」（ p.82） と 言 っ た り 、

自 分 で は 差 別 し て い る と 意 識 せ ず 、 偏 見 に 満 ち た こ と を 言 い ま す 。 そ の こ

とがさらっと ユーモ ラスに描かれ ていて 、リアルに感 じまし た。  

Ｙ：そんな中 で、バリ アを崩すのが 、ベアト リーチェとア ジザや ベアトリーチ

ェの兄のジョ ルジョ で、子どもの可能 性が 描かれている ように 思いました 。 

Ａ ： ベ ア ト リ ー チ ェ の ５ 歳 年 上 の ジ ョ ル ジ ョ は 、 ベ ア ト リ ー チ ェ の こ と を め

https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


ん ど う く さ く 思 う こ と も あ る け れ ど 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 理 解 者 で あ り 、 ユ ー

モアたっぷり にベア トリーチェの 小さい 頃のことを語 ってく れます。  

Ｙ：ジョルジ ョはい い味出してい ますね 。  

こ の 作 品 の ユ ニ ー ク な 点 に 、 ベ ア ト リ ー チ ェ や ア ジ ザ か ら お 話 が 始 まる

の で は な く 、 司 書 の マ リ ー ナ さ ん が 伝 記 プ ロ ジ ェ ク ト を 考 え 付 く と こ ろ か

ら 始 ま る と こ ろ が あ る と 思 い ま し た 。 も し 、 子 ど も た ち か ら 物 語 が 始 ま っ

て い た ら 、 二 人 の 伝 記 の 完 成 作 品 を 読 み た く な っ た と 思 い ま す が 、 マ リ ー

ナ さ ん か ら 始 ま る こ と で 、 読 者 も マ リ ー ナ さ ん の 企 画 に 巻 き 込 ま れ た 気 持

ち に な っ て 読 み 終 え る の で 、 完 成 し た 伝 記 作 品 を 読 ま な く て も 作 品 が 終 わ

れたように思 います。そして、巻末の「伝 記 を書くための メモ」も 効果的に

なっていると 感じま した。  

Ａ：伝記が完 成してい ない、つまり オープン エンドになっ ていま す。私はこれ

は 、 あ え て 完 成 作 品 を 見 せ な い こ と で 、 伝 記 は 書 き 続 け る も の だ と い う メ

ッセージが伝 わるよ うに思いまし た。  

Ｙ ： 書 き か け の 伝 記 の 中 に は 、 二 人 の 共 通 点 も 書 か れ て い て お も し ろ か っ た

です。  

Ａ：この本は 、ディス レクシアの人 も読み やすいフォン トが使 われており、障

害 な ど の た め に こ の 本 を 読 め な い 人 の た め に テ キ ス ト デ ー タ を 提 供 す る 引

き 換 え 券 も つ い て い ま す 。 電 子 書 籍 も あ る の で 、 い ろ い ろ な 人 が 楽 し ん で

くれたらうれ しいで す。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 100 回「インドラ の網」  

 感覚のすぐ 隣り  

 

〈 そ の と き 私 は 大 へ ん ひ ど く 疲 れ て い て た し か 風 と 草 穂 と の 底 に 倒 れ て い

たのだとおも います 。  

そ の 秋 風 の 昏 倒 の 中 で 私 は 私 の 錫 い ろ の 影 法 師 に ず い ぶ ん 馬 鹿 て い ねい

な別れの挨拶 をやっ ていました 。〉  

 

こう語りはじ められ る「インドラの網」の「私」は、「馬鹿て いねいな別れ の

挨拶」のあと はもう、ただひとりで ツェラ 高原を歩いて います。暗いこけもも

の敷物（カアペット）を踏んで。ツェラ高 原 は、西域（中国の西方 地域）の高

原 を 思 わ せ る 架 空 の 地 名 で す が 、 そ こ へ 急 に た ど り つ い て し ま う の で す 。 こ

けももには赤 い実が つき、冷たく 白い空 が高原いっぱ いに広 がっています 。  

 

やがて、「私」は、「人 の世界のツェ ラ高原 の空間から天 の空間 へ」移動するこ

とになります 。天人 が翔けていく のを見 て、「は はあ、ここは 空気の稀薄が 殆

んど真空に均 しいの だ。だからあの繊 細な 衣のひだをち らっと 乱す風もない 。」

と 思 い ま す 。 こ の 天 の 空 間 へ も 、 ふ っ と ま ぎ れ こ ん で し ま っ た よ う で す 。 ―

「 こ い つ は や っ ぱ り お か し い ぞ 。 天 の 空 間 は 私 の 感 覚 の す ぐ 隣 り に 居 る ら し

い。」  

 

「私」は、そ こで夜 明けを待って いる 3 人の天の子ど もたち を見ます。太 陽

がのぼって、 ひとり が叫びます。 ―「ご らん、そら、 インド ラの網を。」  

 

〈 い ま は す っ か り 青 ぞ ら に 変 わ っ た そ の 天 頂 か ら 四 方 の 青 白 い 天 末 ま で い

ちめんはられ たイン ドラのスペク トル製 の網、その 繊維は蜘 蛛 のより細く 、

そ の 組 織 は 菌 糸 よ り 緻 密 に 、 透 明 清 澄 で 黄 金 で 又 青 く 幾 億 互 い に 交 錯 し 光



って顫えて燃 えまし た。〉  

 

インドラは因 陀羅で、帝釈天（仏教の守 護神 で天上世界の 王 ）のこ と。その宮

殿 に か け ら れ た 網 に は 網 の 目 ご と に 宝 珠 が あ る と い い ま す 。 壮 大 で 絢 爛 た る

光景です。「私の 感覚 のすぐ隣り 」にある 天の空間の景 色です が、私たち 読者

も、童話のペ ージをめ くると、急に この世界 にたどりつい てしま います。天の

子どもたちが 見えな くなって、「 却って私 は草穂と風の 中に白 く倒れている 私

のかたちをぼ んやり 思い出しまし た。」 ― これが、この 童話の 結末です。  

 

「 ま ぎ れ も な い 文 学 作 品 に お い て 、 賢 治 の 自 然 科 学 的 感 受 性 と 宗 教 意 識 と の

密接な結びつ きが示 されている 。」とい う のは、天沢退 二郎の評 価です（『 新修

宮沢賢治全集 10』解説、 1979 年）。（ 馬車 別当）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢 賢治コレ クション ４  雁の童 子』によりま

した。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５４  

*****************************************************************  

 

日本人として、これま での「日本児童 文学史 」が明治時代以 後の自 国だけを

扱うという「枠」を 作 っていたこと に、ずっ と、違和感をもっ てき たのは事実

です 。ま た、 タウ ン ゼン ドに 代表 され る よう に「 文学 性」 literary quality 

だけを物差し にする 論にも、「子 ども読者 」論から、もっと、自 由に論じられ

ないかと思っ てきま した。研究で は、そう いう自分の思 いを、こ れまでに出版

されたものを 駆使し て、論証する という 時間のかかる 手続き が必要でした 。  

 

（第 17 回国際グリ ム 賞受賞記念講 演「イギ リス児童文学 史再構 築論を通して

日本児童文学 」史を 再考する」  三宅興 子  『大阪 国際児童 文学振興財団  研

究紀要』第 33 号  2020 年 3 月  p.114）  

 

前 理 事 長 で 、 児 童 文 学 研 究 者 の 三 宅 興 子 先 生 が 亡 く な ら れ て １ 年 ２ カ 月 が た

ちました。 2023 年 12 月 17 日（日）に、大 阪府立中央図 書館に て「フォーラ

ム  児童文学とは何 か を問い続けて  －三宅 興子の仕事を 顧みる －」（ 講師：多

田昌美、藤井 佳子、 松下宏子、主 催：当 財団 ）を行い ました 。  

 

三 宅 興 子 先 生 は 、 生 前 か ら 先 生 の 集 め た 貴 重 な 資 料 を 国 際 児 童 文 学 館 に 寄 贈

すると決めら れ、 28,000 点を超える資 料を くださいまし た。講 師の３人は、

2023 年３月から毎月 のように集ま り、そ れらの資料を 調査し 、展示 「子ど も

の 本 の は じ ま り － 三 宅 興 子  英 語 圏 児 童 文 学 コ レ ク シ ョ ン か ら － 」（ 主 催 ： 大

阪府立中央図 書館国 際児童文学館、協力：当財団、場 所：図書 館内、 11 月 10

日（金）～ 12 月 27 日（水））の企画・構成 をすると同時 に、フォ ーラムでは、

そ れ ら の 資 料 を 紹 介 し な が ら 三 宅 先 生 の 業 績 を 振 り 返 り 、 研 究 の 未 来 へ の 可

能性を述べて くださ いました。  

 

フ ォ ー ラ ム で は 、 世 界 で 優 れ た 児 童 文 学 研 究 者 に 贈 ら れ る 国 際 グ リ ム 賞 を 受

賞 さ れ た 際 の 記 念 講 演 会 の ビ デ オ か ら 引 用 の 部 分 を 放 映 し ま し た 。 絵 本 や 図

像 を 含 む 英 語 圏 の 児 童 文 学 を 研 究 し な が ら 、 日 本 の 児 童 文 学 を 考 え る 視 座 を

持 ち 、 子 ど も 読 者 の 重 要 性 を 説 い た 三 宅 先 生 な ら で は の 言 葉 だ と 思 い ま す 。

そ の 方 法 論 と し て 、 三 宅 先 生 は 他 の 研 究 者 の 発 言 を 真 に 受 け ず 、 徹 底 的 に 一

次 資 料 に 当 た る こ と を さ れ て き ま し た 。 先 生 が こ れ ま で 撒 い て く だ さ っ た た



くさんの種や 、花を咲 かせ、実を結 んででき た新しい種を 、いかに 引き継いで

いくか、多く のこと を考えたフォ ーラム でした。（ Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

無印良品グラ ンフロ ント大阪北館 2F-4F で来年１月７ 日まで 開催されてい る

「『 small MUJI』展－日用品のたの しみ方 －」に行ってきまし た。ミニチュア

写 真 家 ・ 見 立 て 作 家 の 田 中 達 也 さ ん が 無 印 良 品 の 製 品 を ビ ル や 農 場 な ど 、 別

の 風 景 に 見 立 て 、 そ こ に 数 セ ン チ の 人 形 が 暮 ら し て い る ミ ニ チ ュ ア 作 品 が 写

真とともに展 示され ていました。  

 

４階がメイン 会場で 15 点の作品が紹介さ れています。 その中 には、「ル ーズ

リ ー フ の 穴 は こ う し て 作 ら れ た 」 と い う 、 ２ 束 の ル ー ズ リ ー フ を 穴 が 向 か い

合わせになる ように 置き、その先 に、フー ド付きダウン コート を着て、赤い マ

フ ラ ー を し て 、 赤 い ブ ー ツ を は い た 子 ど も が い る こ と で 、 穴 が 雪 の 中 を 歩 く

子どもの足跡 に見立 てられている という 作品や、「 田卓（で ん たく）」と いって

電 卓 が 重 ね ら れ 、 液 晶 の 部 分 に 稲 ら し き 緑 が あ っ て 、 田 植 え を す る 人 た ち が

置かれること で、棚田 の風景が作ら れてい る作品や、「田舎ぶら し」といって、

ブ ラ シ の 毛 が 麦 に 見 立 て ら れ 、 小 さ い 人 々 が 刈 っ た り 、 取 り 入 れ た り す る 姿

が作られてい る作品 などがありま した。  

 

また、３階には「暮 ら しの引き出し」と いう ジオラマ作品 があり、いろいろな

引き出しに、テレビを 見たり、台所 があった り、ソファで くつろい でいたり、

電車が走った りして いる小さな人 々の様 子が、ホッチキスや ノ ート、缶切り、

消しゴム、カート ンな どを使って作 られて いました。２階に は、新作「スノー

ダスト」があ り、透明 の洗濯ばさみ を使っ た氷の彫刻や 、白いブ ラシやプラス

チ ッ ク の た ら い や バ ケ ツ な ど を 使 っ た 雪 の 風 景 が 作 ら れ 、 小 さ い 人 々 が ス ケ

ー ト や 交 流 を 楽 し ん で い る 姿 が 作 ら れ て い ま し た 。 タ オ ル で 作 ら れ た 雪 山 を

登っている人 や、サ ンタクロース 、ト ナ カイ、クマも いまし た。  

 

ど の 作 品 も 、 日 常 の も の が 違 っ て 見 え る 楽 し さ と 、 そ こ で 暮 ら す 小 さ な 人 々

の様子が興味 深く、一 つの作品から たくさ んの物語が読 み取れ ます。同時に、

風 景 が 作 ら れ て い る も の が 何 か を 考 え た り 、 こ ん な と こ ろ に 、 こ ん な 人 や 動

物 が い る と い う こ と を 見 つ け た り す る 楽 し さ も あ り ま す 。 そ の お も し ろ さ が

『くみたて 』（田中 達 也 /作  福音館書店  2022 年 6 月）などの 絵本になった

んだなと思い ました 。（Ｋ）  

 

無印良品  グランフ ロ ント大阪  

https://www.muji.com/jp/ja/shop/045589/articles/events -and-

areainfo/events/1305066 

 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  

*****************************************************************  

今月は休載し ます。  

2024 年１月配信の NO.161 からは、第 ３章 「あまんきみ こさん 」です。  

＜これまでの 連載は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

https://www.muji.com/jp/ja/shop/045589/articles/events-and-areainfo/events/1305066
https://www.muji.com/jp/ja/shop/045589/articles/events-and-areainfo/events/1305066
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  大阪府立中央図 書 館  国際児童文学館  企画展示  

「子どもの本 のはじ まり  －三宅興子  英語圏児童文学 コレク ションから－ 」  

会  期：開催中～ 12 月 27 日（水）  開 館 時間にご覧い ただけ ます  

場  所：大阪府立中 央 図書館  展示コーナ ー Ａ・Ｂ、国際 児童文 学館  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  

協  力：大阪国際児 童 文学振興財団  

https://www.library.pref.osaka.jp/site/jibunkan/hajimari2023.html  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  ☆  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「こ の本読んだ？」で 紹介 しました『わたし は  あなたは』

をプレゼント します。ご希望の方は、プ レゼ ント応募フォ ームか ら、（ 1）お名

前  （ 2）郵便番号・住 所  （ 3）電話番号  （ 4）メールア ドレス 、よ ろしければ  

（ 5）このメルマガ の ご感想をお書 きのう え  ご応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uRUXNcKVXEq4v8sK7  

締切は１月 10 日（水 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

年の瀬を迎え 、月日 のたつのが早 いこと を改めて感じ ます。 今年、久しぶ り

に開催できた イベン トでは、以前 の段取 りの記憶がお ぼろげ で、冷や汗を か

くことも。本 年もご 愛読いただき ありが とうございま した。 多くのあたた か

いご支援に深 く感謝 申し上げます 。来年 もどうぞよろ しくお 願いいたしま

す。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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